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 末期瑳肺症のx線写真像を眺めた場合,珪肺結節による粒状影,それの融合による大陰影等,

 所謂じん肺法分類で云う基本陰影の他,肺気腫像,肋膜ゆ若像,雨路状索状影,心臓の変形,気

 管支像の変位等多彩な像をみる事が出来る。宮地は,基本陰影の他,これ等全部のX線学上あら

 われて来る像を,質,量的に把握して始めて瑳肺症の綜合的な病像を判定し得るとし,これ等す

 べての像についてX線学上桂症性変化と称し,珪1!,行症の読影を行う事をすすめている。私も多く

 の珪肺症分類で取りあげられているものは基本陰影であって,その他の変化は附加陰影,乃至随

 伴陰影としてのみ捉えられている事に不安を感じ,これ等の変化の量的,質的追求を心掛けてい

 るものてある。第一編では,健康成人男子450例について,背腹方向胸部X線写真に於ける肺

 門言†測値の正常範囲を求めたものである。計測にあたって,計測の基点を吟味し,理想上の基点

 を放射錐中心にお・き,正中線Y,右背面、第7肋骨肋骨結節に近ゼ著する肋骨上線を通る水平線X,

 の両軸の交点を0とし,放射錐中心を基点Oにあわせた,、一方肺門については,X線写真上,右

 一上気管支幹上縁から,忍足の出現する点を右上点A,左肺動詠幹からAIA2の出る起始点を

 左上点B左右共肺動豚幹にA8が侵入する部位をそれぞれ右下点G,左下点Dとし,この4点の

 X,Y両軸上の値を求めた。A点∬鳴α,yロe。B点置唱ゐ,y・唱∫。G点ωピ。,y臨8・。

 工)点語罵4,y'`みとし,各X,Y鯨の値の平均1立ピア1～,・標準偏差σとした場・合,これ等の値は次の

 1酌であった。}㌔_略.0。寵,㌔一〇.54。"三加4、1・加,%_O.41。%。一5.1・班,%_0.50

 "24-54・π,%。0.5.?3zc-0.O・π,%一〇.42。豚一〇,O・彩,%ロ,64.71～9一一5.4・舵,
 σg口口、77、1ナzん。一440鴛,%ロ0.95。次にA,B,G,D各点を結ぶ肺門四角型を考え,A～
 B間距離q肺門上点間距離口PGe～D間距離。肺門下点間距離ロσ。A～Cllij距離。右肺門の

 長さr。B～D間距離ロ左肺門の長さロsとし,II、li門四角型の各角をそれぞれしA,LB,LC,

 乙一Dとして各々の値の正常範囲を求めた。"ZP-Z20舵σp=0.51。71笠田10.7σ昆,σq曙0、80。
 "1σマnσηZoσ11Zo
 r嘔580z¢,r口〔〕72。sロ4、50認,s。〔〕、76。轟A唱110,乙A。6.5。,B巳う09,

 ¢B唱a2。1召C軍65。,望Cに6、1。禦D唱78。,2D-8.4。肺門四角形の計測の目的は,肺門の動

 きを肺門四角型の歪として捉え,X軸,Y軸上のみ¢)値の弱点であるコすべての値が正常範囲内

 にあっても必ずしも肺門は正常の位置にあると云い得ない点を補足する事にある。第二編では,

 同じ肺門計測方法を単純珪肺症230例その他に応用し,単純珪肺症に於けるli、ll門の動きを検討

 したものである。単純珪肺症のX線学上の進展区分は,1)前駆期。2)粒状影期,5)集ぞく

 期,4)大陰1謝り1とし・粒状影期,及び大陰影期を更に5期に区分した。前駆期は国際分類のZ

 の時期と同じであり,粒状影翔のろ期は国「i祭分類粒状賜,2,5の区分耗従った。集ぞく期は,両

 側上肺野に粒状影が局部的にかなり密にみえろ貯・期のものをさす。大陰影1期は,大陰影中に粒

 状構造のラががえる!寺朔き大陰影1期は,大陰1し内のafと度は均一であろが,周辺には粒壮影が多

「

7ρ
∠

一

 一『
1

/
鮭
!
…

」
1

L-1
『
『

 .調
、



 数存在し,大陰影の境界が不鮮明なもの,大陰影皿期は,萎縮機転が強まり,大陰影周辺の粒状

 影も数を減じ,大陰影の境界が鮮明になって来る時期とした。大陰影の大きさの表現は,国際分

 類A,B,Oのそれに従った。吸入粉塵の質を最もよくX線学土表現していると考えられる粒状

 影巫期を基盤としたX線表現形による分類は,4)小粒状影型,2)大粒状影型,3)混合型の

 3分類を試みた,他に大粒状影型の一亜型ともみられるが,大粒状影型よりはるかに進展度の速

 い群については,急進型として附加した。以上の分類に基ずき,肺門の計測結果から導き出され

 た,肺門の動きの一般的傾向を列記すれば次の通りである。1)単純珪肺症粒状影期以前の時期

 では,肺門の動きは認められない。3)単純珪肺症で肺門が動き始める最初の時期は,集ぞく期

 であり,肺門全体の軽い上方脱出と,一ヒ点間距離の開大とがあらわれる。5)単純珪肺症の進展

 に伴っては,集ぞく期で上点間距離の開大と肺門全体の上方脱出をみた後大陰影1期で下点間距

 離の開大が加わり,大陰影π期でこれ等の傾向が強まり,大陰影紅期で下点間距離の開大と肺門

 全体の上方脱出が強くあらわれる。4)大陰影の大きさと,肺門の移動との関係は,一般に大陰

 影が上肺野に対称性に形成されて来ると云う事を前提として考えるならば大陰影が上肺野の範囲

 内にとどまっている間は上点間距離の開大が目立ち,下肺野に迄大陰影の大きさが及ぶ時は,下

 点間距離の開大が加わって来る。5)大陰影と関係のある肋膜ゆ着と肺門の動きとの関係は,肋

 膜ゆ着の著明なものが,著明でないものに比較して,肺門の動きは大である。6)肺門四角型に

 ついて試みた肺門四角型類型では,大陰影を伴う単純珪肺症に多くみられた型は,正常型1Z5

 %,単純上方脱出型25.0%,複雑上方脱出型52,5%であ夢,小数であった尋)のは,単純両側

 外側方脱出型Z5%,片側上方脱出型8、8%である。非典型進展を示す萎縮傾向の少い小粒状影

、

 型では正常型が60%と最も多く,典型進展をみせる群では,単純上方脱出が,混合型21.4%,

 大粒状影型5r.9%と多く・次いで上方脱出に両側外側方脱出を伴う型が・混合型14.5%,大

 粒状影型24.8%と多かった。病理学上,側胸壁肋膜に厚い巾広い肋膜ゆ着,肥厚像が認められ

 る事が知られている急進型では,上方脱出に両側外側方脱出を伴う型が40%と最も頻度が多い

 と云う結果を得た。'
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 審査結果の要旨

 本論文は,珪肺症に於ける胸腔内臓器,臓器転位をx線学上敷量的に追求する目標でなされた臨

 床実験的研究である。

 第一編に於ては,難康成.人男・子の肺門の計測万法及び150例についての肺門計測値について記

 してある。

 肺門を胸腔内臓器,臓器転位の数量的観察の対称として用いてあるのは,この部位が肺実質の扇

 の・要と目され肺実質内グ)変化を良く反映する部位であるとして選んである。肺門について,⊃く線写
 エ レラゑ

 真上右上気管支幹上縁からAAの出現する点を右上点A,左腕動豚幹からA蓋の出る起始点を左上

 

 点B,左右共肺動豚幹にAが侵入する部位をそ'れぞれ右下点C,左下.点Dとし,一方正中線Yと右

 背面第七肋骨,肋胃'結節に近接する肋骨上縁を通る水平線XとでっくるX軸,Y勅を設け,前記肺

 門各点グ)x,Y両軸上の値を先づ求めて渉)る。次に,A,B,c,D各点を結んで出来る四角形を

 肺門四角形と仮称し,この肺門四角形。)各辺,及び各内角グ)計測値を求めているnA点xごa,

 Y;e。B点x=b,Y=・f。・O点x=c,1=9。D点Xtd,Y=bとし,平均値=m,標

 準偏差σ・・とした場合,X軸・Y軸上の値は次の通りである。ma=一5・ロσ7η・σa=0・54。mb

 =4」じ7η,・σb=〔〕.41。mc=一5・1σ刀},σoニ〔〕.50nπid=5.4〔二?η,σd=〔3.50nme=

 O.0吼σe=0・42。mf=0・0σ列σf=ロ・64。mg=』5・4囑%=0・77。mh=
 一4.4じ加,σh=〔〕.95。A～B措1距離=P,C～D旛鐸巨唐荏二q,A～G聞症直謝藍=r,B～Dl㌫星団

 翫=S・肺門四角形の各角を4A・孟B・乙一C・∠・Dとした場合・・肺門四角形の各値は・1rlpニ
 Z2じ鵜5=a51。m、qt10・7じ御・㌔=0・80。mr二5・枷・σrO・72・田8=4・5
 σσσ一,/
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 影と肺門の動きとの関係をしらべたものである。1
 単純珪肺症び)x線学上の進展区分を,前駐期,粒状影期1血温,集ぞく期,大陰影期封1且1に分.

 類し,統計上の数値か'ら肺門が明らかに動きを示していると見做し得るのは集ぞく期以後であるこi
 とが示されている。この動きは,肺門全体の上万脱出と,肺門上点間距離」)開大がます起り,次い1
 て肺門下点間距離の屍大が加わり,大陰影皿期でこれ等疏)傾向が最も著しく示される事が述べられI l

 ている。肺門四角形について試みてある肺門四角形類型では,大陰影を伴う単純珪肺症80例にづ一i

イ

 いてしらべた結果例類の多かったものは,正常型175%,単純上方脱出型25,0%,複雑上万脱i
 出聾・5Z5%てあり,少なかったものは,片側上方脱出丞1・8.8%単純両側外側方脱出型Z5%であ

 ったこと;が示されている。

 よって本論文は学位を授与するに価するものと認める。'1
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